
令和８年(2026年)５月２３日
西尾市 環境部環境業務課

広域ごみ処理施設整備・運営事業の概要について

※完成予想図であり、設計協議により変更する可能性があります
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１．事業概要

西尾市①発注者
広域ごみ処理施設整備・運営事業②事業名称
DBO方式（公設民営方式）③事業方式
西尾市吉良町岡山大岩山65④建設地
○処理方式：ストーカ式焼却方式
○施設規模：266 t/日（133 t/24h × 2炉）
○西尾市、岡崎市、幸田町の一般廃棄物の焼却処理施設
○処理対象物：可燃ごみ、可燃粗大ごみ、破砕選別可燃残渣、

浄化槽汚泥、災害廃棄物
○煙突高さ：59m
○エネルギー回収率：最大31.6％

⑤施設概要

【設計・建設】
令和7年（2025年）12月～令和12年（2030年）6月（4年7ヵ月）
【運 営】
令和12年（2030年）7月～令和32年（2050年）3月（19年9ヵ月）

⑥事業期間
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２．事業実施体制

役割会社名
代表企業として建設工事及び
運営業務まで事業全体を統括ＪＦＥエンジニアリング株式会社代表企業

土木建築工事
日本国土開発株式会社
徳倉建設株式会社
山旺建設株式会社
まるひ建設株式会社

建設工事

構成企業

焼却プラント運転業務ＪＦＥ環境サービス株式会社

運営業務

灰運搬業務

株式会社油研
大徳運輸株式会社

株式会社ジェイテックシステム
株式会社東亜環境コーポレーション

大川運輸株式会社

灰資源化業務
新日本電工株式会社

中部リサイクル株式会社
渡辺産業株式会社
メルテック株式会社
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３．契約主体者

■建設工事
契約者 ＪＦＥエンジ・日本国土・徳倉・山旺・まるひ特定建設工事共同企業体

■運営業務
契約者 ＪＦＥエンジニアリング株式会社 名古屋支店

役割会社名
・焼却プラントの設計及び施工
・土木建築工事の設計

・ＪＦＥエンジニアリング株式会社 名古屋支店

JV構成員
・土木建築工事の施工

・日本国土開発株式会社 名古屋支店
・徳倉建設株式会社 西尾営業所
・山旺建設株式会社
・まるひ建設株式会社

役割会社名
・運営業務全体の管理
・メンテナンス、用役調達

・ＪＦＥエンジニアリング株式会社 名古屋支店
運営関連企業 ・JFEエンジニアリングのもと

焼却プラント運転業務を担当
・ＪＦＥ環境サービス株式会社
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４．灰運搬・資源化業務

新日本電工㈱

中部リサイクル㈱

渡辺産業㈱

メルテック㈱

事業用地
（岡崎市）中央クリーンセンター

【運搬企業が各地へ輸送】
・㈱油研
・大徳運輸㈱
・㈱ジェイテックシステム
・㈱東亜環境コーポレーション
・大川運輸㈱

渡辺産業メルテック中部ﾘｻｲｸﾙ新日本電工岡崎市中央CC資源化先

薬剤固化溶融資源化方法

資源化物

土木資材
土木資材､ｺﾝｸ
ﾘｰﾄ2次製品利用用途



５．事業スケジュール
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令和12年度
（2030年度）

令和11年度
（2029年度）

令和10年度
（2028年度）

令和9年度
（2027年度）

令和8年度
（2026年度）

令和
7年度項目

施設詳細設計

仮囲い･
仮設事務所工事

土木建築工事

プラント工事

試運転

運営期間

▼令和7年12月下旬

▼令和8年7月

▼令和9年1月頃

▼令和10年4月頃

令和12年1月頃▼
▼令和12年7月
供用開始予定
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６．収集運搬について

主な搬入・搬出ルート

西尾市クリーンセンター



７．施設全体配置
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計量棟

リサイクル棟

現ごみ焼却棟

工場棟

灰搬出室

管理棟

.

出
口
ラ
ン
プ
ウ
ェ
イ

入口ランプウェイ

プラット
ホーム

ごみ収集車両

直接搬入車両

ごみ搬入出入口

調整池
（駐車場）
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８．工場棟各階平面図

1階

4階

3階

2階
タービン発電機室

ごみピット

プラットホーム

炉室・
排ガス処理設備室

中央制御室

見学者通路

事業者事務所

管理棟に接続
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９．管理棟各階平面図

・エントランスホール
・プラザ展示室
・再生工房

・環境部事務所
・倉庫/書庫
・防災備蓄庫

・研修室

1階

4階

3階

2階

・見学者ホール

工 場 棟 に 接 続
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１０．プラント機能（ごみ焼却）

ピットで一時貯留したごみは、焼却炉で完全燃焼、灰として搬出
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１１．プラント機能（エネルギー回収）

国内トップクラスの超高温高圧ボイラを採用､エネルギーを回収して発電

超高温高圧ボイラ

蒸気タービン発電機
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１２．プラント機能（有害物質の発生抑制と高効率除去）

２段階のシステムで確実に排ガス基準値を遵守

発生抑制 高効率除去

ごみ
ピット

焼却炉

ろ過式
集じん器

煙突

誘引通風機

❶AIごみクレーン

❷二段ピット

❸高性能ストーカ炉

1

2

3

活性炭

５

フィードバック
制御

塩化水素濃度

フィード
フォワード ＋

塩化水素濃度 消石灰
4

❹薬剤噴霧

尿素水：窒素酸化物を除去

消石灰：硫黄酸化物･塩化水素を除去

活性炭：ダイオキシン・水銀を除去

❺ろ過式集じん器

ばいじんを除去

4
尿素水
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１３．環境基準（煙突排ガス濃度）

確実に停止基準値を遵守

水銀
[μg/m3N]

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類
[ng-TEQ/m3N]

窒素酸化物
[ppm]

塩化水素
[ppm]

硫黄酸化物
[ppm]

ばいじん
[g/m³N]

項目

300.1250430
2,340
K値17.5

0.04
法定
基準値

300.065030300.006
自主停止
基準値

20
0.06
※

4024240.003
運転
基準値

※バッチ計測
（試料を採取し､研究所等で分析する手法）
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１４．環境基準（水質）

プラント排水クローズドシステムにより基準値を遵守

銅
含有量
[mg/L]

ﾌｪﾉー ﾙ類
含有量
[mg/L]

ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ
抽出物質含有量SS

[mg/L]
COD
[mg/L]

BOD
[mg/L]

項目
動植物油脂類
[mg/L]

鉱油類
[mg/L]

10.5102302525排水基準
－－－－303030市上乗せ基準※

※一部利用

上水

工業用水

生活用水
利用

雨水

合併処理
浄化槽

雨水調整池
沈砂池

河川放流

プラント
用水利用

ごみ焼却
過程で消費

（既存設備）

排水処理
設備

※再利用
新施設

※一日あたり排水量10ｍ3以上20ｍ3未満の場合
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１５．環境基準（騒音・振動・悪臭）

敷地境界における騒音・振動・悪臭の法規制値を遵守

悪臭
[臭気指数]

振動
[dBA]

騒音
[dBA]

項目

18

65
（7時～20時）

60
（８時～19時）

昼間

－
55

（6時～8時）
（19時～22時）

朝･夕

60
（20時～7時）

50
（22時～6時）

夜間

【騒音予測シミュレーション】

【振動防止技術例】

敷地境界

工場棟

ホ
ワ
イ
ト
ウ
ェ
イ
ブ
21

住宅地

50

夜間騒音
規制値

騒
音
レ
ベ
ル
dBA
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１６．地震対策

支持地盤 地盤改良

耐力壁

鉄骨ブレース

プラント自動停止プロセス

速やかな燃焼停止

強靭な構造により施設の安全を確保
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１７．浸水対策

浸水最大
GL+3.2m

▼T.P+11.7m

地盤改良体

設計GL
▼T.P+8.5m▼1FL

防水
建具

RC壁

環境部事務室・会議室

見学者設備

タービン発電機室・電気諸室 中央制御室 事業者事務室

プラットホーム

重要諸室を２階以上に配置し、浸水に対して施設機能を維持

灰ピット
・3ｍのピット壁により浸水と灰流出を防止
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１８．ごみピット火災対策

STEP 2

AI煙検知による
早期検知

AI煙検知＋赤外線検知

3段階の対策でごみピット火災による延焼を確実に防止

STEP 3

３基の放水銃で
死角のない初期消火

STEP 1 STEP 2

AI煙検知による
早期検知

AI煙検知＋赤外線検知

・従来技術では、ごみ表面の火炎を検知していましたが、
AI煙検知では､ごみ内部から表面にあがる煙を
検知するため、従来より早期に火災を検知します

受入ピット 貯留ピット

2段ピットによる
延焼防止

隔壁
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１９．環境学習機能（1）

①ゲート

①

②

③

②④展示・学習コーナー

見学窓

③プラットホーム見学

施設模型の内部をARで探索

2市1町
ごみ袋ゲート

・パネルや実物展示で4Rを学習
・ごみ処理に関する取組を紹介

プラットホームの見学と、2市1町のごみに関する数字のクイズ

④

⑤中央制御室見学

監視モニタと
同じ画面

見学中盤の
休憩場所も設置

⑤

見学各所に
隠されたQRコード
を読み取りクイズに
チャレンジ

1階

4階

工場棟の1階

工場棟の4階

管理棟の1階

管理棟の4階
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２０．環境学習機能（2）

⑥ごみピット見学

⑥
⑦

⑦炉室

ごみピット断面図

実物を望む窓

実物大バケットのイラスト

焼却･排ガス･灰処理・発電
をパネルやクイズで学習

⑧

⑨

⑧蒸気復水器ヤード

実際に、超大型ファンの下に立ち、
風・音・大きさを体感し、ファンの役割を学習

見学の最後は
２つのスペシャルコンテンツ

⑨映像ホール

ZERO WASTEをテーマとした映像ショー

1階

4階
工場棟の1階

管理棟の1階

管理棟の4階

工場棟の4階
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２１．指定避難所としての機能

授乳室 男女トイレ/多目的トイレ

浴室

多目的トイレ

防災備蓄庫

防災備蓄庫

避難スペース
4階見学者通路＋研修室等の約1000㎡

・バリアフリーに対応
・発電機により照明/空調も確保

男女トイレ

運転員用の浴室を開放

4階

1階

3階

管理棟にはフリーWIFI
災害用公衆電話を設置

（管理棟および工場棟）
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おわりに

環境基準を遵守し、
安心・安全で親しまれる施設とするよう、
本事業を実施いたします。
ご理解・ご協力のほど、
よろしくお願いいたします。


